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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年1月12日(2017.1.12)

【公表番号】特表2016-501222(P2016-501222A)
【公表日】平成28年1月18日(2016.1.18)
【年通号数】公開・登録公報2016-004
【出願番号】特願2015-545170(P2015-545170)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  45/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/517    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4184   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   45/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １０５　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｋ   31/517    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/4184   　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月22日(2016.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）プロテインキナーゼＣ（ＰＫＣ）インヒビター化合物、またはその医薬的に許容
可能な塩、および
　（ｂ）マイトジェン活性化プロテインキナーゼ（ＭＥＫ）インヒビター化合物、または
その医薬的に許容可能な塩
を含むかまたはそれらからなる、医薬的組合せ。
【請求項２】
　前記ＰＫＣインヒビター化合物が、
　３－（１Ｈ－インドール－３－イル）－４－［２－（４－メチル－ピペラジン－１－イ
ル）－キナゾリン－４－イル］－１Ｈ－ピロール－２，５－ジオン、
　３－（１Ｈ－インドール－３－イル）－４－［２－（ピペラジン－１－イル）－キナゾ
リン－４－イル］－１Ｈ－ピロール－２，５－ジオン、
　３－［２－クロロ－７－［（ジメチルアミノ）メチル］－１－ナフタレニル］－４－［
７－［２－（２－メトキシエトキシ）エトキシ］－１Ｈ－インドール－３－イル］－１Ｈ
－ピロール－２，５－ジオン、
　３－［３－（４，７－ジアザ－スピロ［２，５］オクト－７－イル）－イソキノリン－
１－イル］－４－（７－メチル－１Ｈ－インドール－３－イル）－ピロール－２，５－ジ
オン、
　（９Ｓ）－９－［（ジメチルアミノ）メチル］－６，７，１０，１１－テトラヒドロ－
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９Ｈ，１８Ｈ－５，２１：１２，１７－ジメテノジベンゾ－［ｅ，ｋ］ピロロ［３，４－
ｈ］［１，４，１３］オキサジアザシクロヘキサデシン－１８，２０（１９Ｈ）－ジオン
、
　ルボキシスタウリン、および
　１２－（２－シアノエチル）－６，７，１２，１３－テトラヒドロ－１３－メチル－５
－オキソ－５Ｈ－インドロ（２，３－ａ）ピロロ（３，４－ｃ）－カルバゾール
からなる群から選択される化合物であるかまたはその医薬的に許容可能な塩である、請求
項１に記載の医薬的組合せ。
【請求項３】
　前記ＭＥＫインヒビター化合物が、
　６－（４－ブロモ－２－フルオロフェニルアミノ）－７－フルオロ－３－メチル－３Ｈ
－ベンゾイミダゾール－５－カルボン酸（２－ヒドロキシエトキシ）－アミド、（Ｓ）－
５－フルオロ－２－（２－フルオロ－４－（メチルチオ）フェニルアミノ）－Ｎ－（２－
ヒドロキシプロポキシ）－１－メチル－６－オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－３－カ
ルボキサミド、ＰＤ０３２５９０１、ＰＤ－１８４３５２、ＲＤＥＡ１１９、ＧＳＫ１１
２０２１２、ＸＬ５１８、ＡＳ－７０１２５５、ＡＳ－７０１１７３、ＡＳ７０３０２６
、ＲＤＥＡ４３６、Ｅ６２０１、ＲＯ４９８７６５５、ＪＴＰ－７４０５７、ＲＧ７１６
７およびＲＧ７４２０
からなるグループから選択される化合物であるかまたはその医薬的に許容可能な塩である
、請求項１または２に記載の医薬的組合せ。
【請求項４】
　前記ＰＫＣインヒビター化合物が、３－（１Ｈ－インドール－３－イル）－４－［２－
（４－メチル－ピペラジン－１－イル）－キナゾリン－４－イル］－１Ｈ－ピロール－２
，５－ジオン、またはその医薬的に許容可能な塩である、請求項１～３のいずれか一項に
記載の医薬的組合せ。
【請求項５】
　前記ＭＥＫインヒビター化合物が、６－（４－ブロモ－２－フルオロフェニルアミノ）
－７－フルオロ－３－メチル－３Ｈ－ベンゾイミダゾール－５－カルボン酸（２－ヒドロ
キシエトキシ）－アミド、もしくは（Ｓ）－５－フルオロ－２－（２－フルオロ－４－（
メチルチオ）フェニルアミノ）－Ｎ－（２－ヒドロキシプロポキシ）－１－メチル－６－
オキソ－１，６－ジヒドロピリジン－３－カルボキサミド、またはその医薬的に許容可能
な塩である、請求項１～４のいずれか一項に記載の医薬的組合せ。
【請求項６】
　前記ＰＫＣインヒビター化合物が、３－（１Ｈ－インドール－３－イル）－４－［２－
（４－メチル－ピペラジン－１－イル）－キナゾリン－４－イル］－１Ｈ－ピロール－２
，５－ジオンまたはその医薬的に許容可能な塩であり、前記ＭＥＫインヒビター化合物が
、６－（４－ブロモ－２－フルオロフェニルアミノ）－７－フルオロ－３－メチル－３Ｈ
－ベンゾイミダゾール－５－カルボン酸（２－ヒドロキシエトキシ）－アミドまたはその
医薬的に許容可能な塩である、請求項１～５のいずれか一項に記載の医薬的組合せ。
【請求項７】
　少なくとも一つの医薬的に許容可能な担体を更に含む、請求項１～６のいずれか一項に
記載の医薬的組合せ。
【請求項８】
　同時に、別個に、または順次に投与するための、請求項１～７のいずれか一項に記載の
医薬的組合せ。
【請求項９】
　増殖性疾患の治療に用いるための、請求項１～８のいずれか一項に記載の医薬的組合せ
。
【請求項１０】
　前記増殖性疾患が癌である、請求項９に記載の医薬的組合せ。
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【請求項１１】
　前記増殖性疾患が黒色腫である、請求項９に記載の医薬的組合せ。
【請求項１２】
　前記黒色腫が、ブドウ膜黒色腫、転移性ブドウ膜黒色腫、ＧＮＡＱ変異ブドウ膜黒色腫
、ＧＮＡＱ変異転移性ブドウ膜黒色腫、ＧＮＡ１１変異ブドウ膜黒色腫、またはＧＮＡ１
１変異転移性ブドウ膜黒色腫である、請求項１１に記載の医薬的組合せ。
【請求項１３】
　（ａ）前記ＰＫＣインヒビター化合物および（ｂ）ＭＥＫインヒビター化合物が、増殖
性疾患の治療に相乗作用的に有効な量で提供される、請求項１～１２のいずれか一項に記
載の医薬的組合せ。
【請求項１４】
　増殖性疾患の治療のための薬剤の調製における、請求項１～８のいずれか一項に記載の
医薬的組合せの使用。
【請求項１５】
　前記増殖性疾患が癌である、請求項１４に記載の使用。
【請求項１６】
　前記増殖性疾患が黒色腫である、請求項１４に記載の使用。
【請求項１７】
　前記黒色腫が、ブドウ膜黒色腫、転移性ブドウ膜黒色腫、ＧＮＡＱ変異ブドウ膜黒色腫
、ＧＮＡＱ変異転移性ブドウ膜黒色腫、ＧＮＡ１１変異ブドウ膜黒色腫、またはＧＮＡ１
１変異転移性ブドウ膜黒色腫である、請求項１６に記載の使用。
【請求項１８】
　（ａ）ＰＫＣインヒビター化合物３－（１Ｈ－インドール－３－イル）－４－［２－（
４－メチル－ピペラジン－１－イル）－キナゾリン－４－イル］－１Ｈ－ピロール－２，
５－ジオンまたはその医薬的に許容可能な塩の一つ以上の単位剤形、および（ｂ）ＭＥＫ
インヒビター化合物またはその医薬的に許容可能な塩の一つ以上の単位剤形を含む、併用
製剤。
【請求項１９】
　請求項１～１３のいずれか一項にて定義された組合せと、少なくとも一つの医薬的に許
容可能な担体を含む、医薬組成物。
【請求項２０】
　前記ＰＫＣインヒビターおよびＭＥＫインヒビターが、増殖性疾患の治療に相乗作用的
に有効な量で提供される、請求項１９に記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　増殖性疾患の進行の遅延または治療に用いるための治療薬として請求項１～１３のいず
れか一項に定義された医薬的組合せを、その同時の、別個の、または順次の投与のための
説明書と一緒に含む、コマーシャルパッケージ。
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